










宮崎市立宮崎小学校 古小路 祐一郎 

Ⅰ 研究主題 

  特別活動を要としたキャリア教育の研究 

～宮崎県版「キャリア・パスポート」の開発と活用を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

今日、ＡＩ、人生100年時代というキーワードに代表されるように、日本の社会システムが大きく変容しつつある。こ

のような時代において、児童生徒が様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、複雑な

状況変化の中で目的を再構築することができるようにすること等、たくましく生き抜く力を身に付けることが必要になっ

ている。 

こうした状況を踏まえ、小学校学習指導要領(平成 29 年３月告示)総則では、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤

となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ、各教科等の特質に応じてキャリア教育の

充実を図ることが示された。そのため、特別活動第２［学級活動］２内容(３)に「一人一人のキャリア形成と自己実現」

(以下 学級活動(３))、３内容の取扱いに「学級活動(３)の指導に当たっては、学校、家庭及び地域における学習や生活

の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする

活動を行うこと。その際に、児童が活動を記録し蓄積する教材を活用すること」が新たに設けられた。更に、この学習指

導要領の改訂を受け、「キャリア・パスポート」例示資料(平成31年３月)(以下 例示資料)が、各都道府県、各地域・各学

校における実態に応じてカスタマイズすることを前提に文部科学省から配付され、キャリア・パスポートの目的が以下の

ように整理されている。 

 

 

 

 

 

本県においては、中学３年生(県内公立中学校)を対象とした「みやざきの教育に関する調査」(平成29年宮崎県教育委員

会)において、将来の職業や生き方を「考えている」または、「ある程度考えている」と回答した生徒の割合は、88.5％と

高い状況にある。一方で、高校新規卒業者と大学新規卒業者の１年以内及び３年以内の離職率は、全国平均よりも高い傾

向が続いており、早期離職の理由で上位にある「実際に働いてみると仕事が自分に合わなかった」「職場の人間関係」への

対応が課題となっている。そのため、宮崎県教育振興基本計画(令和元年策定)で、「各学校段階における一貫したキャリア

教育の推進」を位置付けている。 

そこで、本研究では、キャリア・パスポートの導入に向けて、例示資料を分析し、小学校から高等学校の連携を重視し

た児童生徒の自己実現につなぐ宮崎県版「キャリア・パスポート」を開発する。研究を進めるに当たって、児童生徒の「自

己実現につなぐ」ことを「基礎的・汎用的能力を育む」ことと捉えるが、基礎的・汎用的能力は、児童生徒の実態によっ

て、どの程度身に付けさせるかが異なると考えられる。そのため、宮崎県版「キャリア・パスポート」の大きな特色は、

小学校から高等学校までの発達の段階を意識し、各学校がそれぞれの課題を踏まえて具体の能力(以下 「身に付けさせた

い力」)を目標として設定し、キャリア教育の計画、実践、評価、改善を容易にする。研究の中で宮崎県版「キャリア・パ

スポート」を活用する際は、宮崎小学校の実態を踏まえた宮崎小学校版「キャリア・パスポート」を作成し、学級活動(３)

を中心としつつ各教科等と往還した指導と、児童の記述をもとに対話的にかかわる指導に役立てられるようにする。 

学級活動(３)では、本時のねらいに迫る手立てとして、宮崎小学校で身に付けさせたい力を学習過程に位置付け指導の

充実を図ることとする。 

小学校から高等学校の連携を重視した児童生徒の自己実現につなぐ宮崎県版「キャリア・パスポート」を開発すること

は、本県のキャリア教育の推進にも貢献できると考え、本主題を設定した。 

 

 

 

「キャリア・パスポート」の目的 

 小学校から高等学校を通じて、児童生徒にとっては、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりして、自己

評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなぐもの。 

 教師にとっては、その記述をもとに対話的にかかわることによって、児童生徒の成長を促し、系統的な指導に資するもの。 

Ⅲ 研究目標 

小学校から高等学校の連携を重視した児童生徒の自己実現につなぐ宮崎県版「キャリア・パスポート」を開発する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

宮崎県版「キャリア・パスポート」を開発して、学級活動(３)を中心としつつ各教科等と往還した指導及び児童の記述

をもとに対話的にかかわる指導で活用すれば、基礎的・汎用的能力を高めることができるであろう。 

 

Ⅴ 研究内容 

 １ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の開発 

  (1) 例示資料の分析 

 (2) 宮崎県版「キャリア・パスポート」の特色 

(3) 宮崎県版「キャリア・パスポート」の見直し 

 ２ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の活用 

  (1) 宮崎小学校版「キャリア・パスポート」の作成 

(2) 「学級活動(３)」の実践 

(3) 「対話的なかかわり」の実践  

 

Ⅵ 研究構想 



Ⅶ 研究の実際 

１ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の開発  【資料１】例示資料(文部科学省)の構造 

  (1) 例示資料の分析 

例示資料を分析すると、【資料１】のような

構造であることが分かった。また、宮崎県版

「キャリア・パスポート」として改善したい

内容と理由【資料２】を明確にした。 

【資料２】改善したい内容と理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 宮崎県版「キャリア・パスポート」の特色      

宮崎県版「キャリア・パスポート」は、【資料１】をそのまま活かし、かつ、【資料２】を盛り込むように作成した。

宮崎県版「キャリア・パスポート」の特色は以下の通りである。 

ア 「身に付けさせたい力」を空欄にする 

例示資料で、学校が身に付けさせたい力について、【資料３】のように例示されているが、宮崎県版「キャリア・

パスポート」(小学校版の項目『小学校でがんばってほしいこと』)では、空欄にした。 

ただし、学校が児童生徒の実態に応じて設定できるように、「設定の方法」は教師用等に示した。 

【資料３】身に付けさせたい力 例示資料(左)と宮崎県版「キャリア・パスポート」(右) 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学校版に「身に付けさせたい力」を自己評価する項目を設定する 

例示資料では、小学校版にのみ設定され  【資料４】生徒による自己評価項目(中学校版) 

おり、中学校版は、基礎的・汎用的能力を

全体的に自己評価するよう設定されている。

宮崎県版「キャリア・パスポート」は、発

達の段階を考慮して【資料４】のように中

 改善したい内容 理由 

ア 小学校版には、「身に付けさせたい

力」の例が記載されている。 

 各学校が例をそのまま活用してしまい、児童の実態に応じたキャリア教

育が実践されない可能性がある。 

イ 中学校版には、「身に付けさせたい

力」を自己評価する項目がない。 

 教師にとって、キャリア教育を体系的に指導することや指導計画を改善

することが困難になる。 

ウ キャリア・パスポートの意義が明

記されていない。 

 児童生徒にとって、キャリア・パスポートの目的を理解することが困難

になる。 

学校版まで設定することとした。  

ウ キャリア・パスポートの意義を明記する  【資料５】児童生徒向けの説明(小学校版) 

宮崎県版「キャリア・パスポート」

では、児童生徒が、小・中・高を通し

て継続して学ぶ意義を理解することが

できるようにした【資料５】。 

  (3)  宮崎県版「キャリア・パスポート」 

の見直し  

宮崎小学校版「キャリア・パスポート」

を活用した授業を基に、意思決定をさせ

る視点で宮崎県版「キャリア・パスポー

ト」を【資料６】のように見直しを行っ

た。 

 

 

 

 

 

【資料６】修正した箇所とその意図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の活用 

  (1) 宮崎小学校版「キャリア・パスポート」の作成 

ア 宮崎小学校で身に付けさせたい力の設定 

宮崎小学校の実態を把握し、卒業時に目指す児

童像を設定するために、キャリア教育アンケート

を右記のとおり実施した。キャリア教育アンケー

ト結果(一部抜粋)と全国学力・学習状況調査の結

果を踏まえて、設定した卒業時に目指す児童像は、

次頁【資料７】のとおりである。 



【資料７】宮崎小学校の現状と卒業時に目指す児童像 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、宮崎小学校では、基礎的・汎用的能力をそれぞれ『かかわる力』『じりつする力』『考える力』『見通す力』

で示しており、宮崎小学校での実践については、同様に表記する。 

  【資料７】を踏まえ、宮崎小学校で身に付けさせたい力を【資料８】のように設定した。また、『かかわる力』

『見通す力』を、特に身に付けさせたい力と設定し、重点的に指導することにした。 

【資料８】宮崎小学校で身に付けさせたい力 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学級活動(３)の実践 

ア 学習過程 

学級活動(３)は、児童生徒に見通しをもたせたり、振り返りをさせたりしながら、学校における学ぶ意義の認識を

深めさせる役割を担っている。そこで、学級活動(３)の学習過程を次頁【資料９】のようにまとめた。また、意思決

定した目標に対して、帰りの会等を利用して、定期的に振り返りを行い、自分の目標の達成度を把握させたり、達成

困難な目標に対しては、教師  【資料９】学級活動(３)の学習過程 

の支援により、目標の修正を 

行ったりさせる等、児童の実 

践意欲が持続できるように手 

立てを講じた。 

(ｱ) 学ぶ意義の理解    

本時のねらいに迫る手立

てとして、宮崎小学校で身

に付けさせたい力を学習過

程に位置付けることにした。

なりたい自分を探すきっか

けをつくることや、見通し

たり振り返ったりしながら自分の長所や将来の夢から目標と結び付けた意思決定が少しずつできるように、『見通す

力』の認識を深めさせるようにした。 

(ｲ) 集団思考を生かした個々の意思決定 

学級活動は他者との様々な集団活動を行うことを基本とし、そこでの話合いを全ての活動の中心に置いている。

そこで、グループでの話合いを通して、個人思考で得た考えを説明し合わせたり、全体で共有させたりする等、意

思決定に向けて多様な意見に触れさせることで、『かかわる力』の育成を図ることにした。 

イ 検証授業    

(ｱ) 「６年生になって」 

  ａ 本授業のめあて 

    なりたい自分に近づくためにこれから取り組むことを話し合い、自分に合った目標やそのためにすることにつ

いて意思決定することができる。    

ｂ 本授業における宮崎小学校版「キャリア・パスポート」を活用した場面と児童の様子 

 

 

学ぶ意義の理解 

キャリア・パスポートを活用し、宮崎小学校で身に付けさせたい力について具体例

を交えながら説明し、学校や家庭、地域での学びが将来の自分とつながっていること

や目標に向かって努力する意義を理解させた。 

  

 

 

意思決定 

グループ活動で得た考えを整理し、なりたい自分の姿と今とを結びつけながら、キ

ャリア・パスポートに自分に合った目標や活動内容を記入させた。 

   ｃ 宮崎小学校版「キャリア・パスポート」の活用に関する成果と課題(○成果●課題) 

○ 宮崎小学校で身に付けさせたい力を明確にすることで、児童に特にがんばって取り組んでほしいこととして、

今と将来とを結びつけながら指導することができた。 

○ 具体的な活動内容まで含めて意思決定させることで、事後の実践において何を頑張ればよいか明確にさせる

ことができ、児童の実践意欲が持続した。 

● 意思決定の場面において、「なりたい自分」という設問が抽象的で、イメージをもつことができないまま活

動が滞ってしまう児童が見受けられた。 

● 自分の長所や将来の夢と目標とを結び付けることができない児童がいた。 

 (ｲ) 「１学期を振り返って」 

   ａ 本授業のめあて 

     目標をもつこと、学ぶことについて、よりよく生きるための課題を認識し、解決方法などについて話し合い、

自分に合った解決方法を意思決定することができる。 



ｂ 本授業における宮崎小学校版「キャリア・パスポート」を活用した場面と児童の様子 

 振り返り 

キャリア・パスポートを活用し、意思決定した目標や活動内容について振り返ったこ

とを伝え合った。 

  

 

意思決定 

グループ活動で得た考えの中から自分に合うものを整理し、意思決定した今後の目標

や具体的な活動内容をキャリア・パスポートに記入した。 

     ｃ 宮崎小学校版「キャリア・パスポート」の活用に関する成果と課題(○成果●課題) 

○ 意思決定した目標や活動内容を定期的に振り返ることで、自己実現に向けて実践を重ねた児童が多く見られ

た。児童自身が努力した過程に気付くことができた。 

○ 『なりたい自分』を目標等の表記に修正し、「将来のイメージ」を「遠い未来」と「近い未来」の両方で捉

えることができるようにしたことで、前回、意思決定の際に活動が滞っていた児童も、目標や活動内容を意思

決定することができていた。 

● キャリア・パスポートやワークシートといった複数枚のシートを比較しながら意思決定しなくてはならない

ため、シートが机上に活動が煩雑になる場面があった。 

(3) 対話的なかかわりの実践              【資料10】Ａ児への対話的なかかわり 

対話的なかかわりとは、児童生徒一人一人の気付きを

促し、児童の自己有用感の醸成や自己変容の自覚に結び

付けられるような記述による支援である。ここでは、検

証授業で活用した宮崎小学校版「キャリア・パスポート」

の記述に対して教師が行った対話的なかかわりについて

２つの具体例を挙げる。 

ア Ａ児への対話的なかかわり 

Ａ児は、自己肯定感が低く、意欲的に取り組むこと

が苦手な児童である。１回目の検証授業では、夢や目

標と活動内容が結びついていない記述をしていたので、【資料11】Ｂ児への対話的なかかわり 

夢や目標と活動内容とを結びつける支援を行った。Ａ 

児の事後アンケートの記述では、自分の目標が定まり  

やすくなったとの記述が見られた【資料10】。 

イ Ｂ児への対話的なかかわり  

Ｂ児は、将来の夢がもてず、学習への支援を要する

児童である。１回目の検証授業では、夢については無

記入で、目標を羅列していたので、決めた目標を頑張

ろうと支援した。２回目の検証授業では、「役に立つ

ものを作る会社の社長」と夢を書いており、教師の記

述も、児童の夢や目標に触れて支援を行った【資料11】。 

 

Ⅷ 考察 

１ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の開発について 

   基礎的・汎用的能力は、包括的な能力概念であり、人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応

能力、キャリア・プランニング能力(宮崎小学校では、『かかわる力』『じりつする力』『考える力』『見通す力』)は、

それぞれが独立したものではなく、相互に関連・依存した関係にある。これらの能力を同じ程度あるいは均一に身につけ

ることは求められているものではない。本研究においては、「身につけさせたい力」として設定する能力の変容だけでは

なく、設定されていない能力との比較や関連から考察を行うため以下のアンケートを行った。なお、本アンケート結果は、

児童の自己評価を根拠としているため客観的データではないが、基礎的・汎用的能力の変容を図る根拠になると判断した。 

 

 

 

キャリア教育アンケートにおける平均値の変容は、【資料12】のとおりである。 

【資料12】キャリア教育アンケート結果 

 

【資料12】から、分かったことを以下のように整理した。 

 

 

 

 

(1) 短期間で成果はでない 

    【資料 12】(ア)から、大きな変容は見られなかった。これは、調査期間が短いことから、短期間の活用では、効果

が表れにくいことが考えられる。ただ、わずかに向上していることや、事後アンケートにおける児童の感想とその要

因【資料13】から、継続的に活用することで効果が高まることは期待できる。 

【資料13】 事後アンケートにおける児童の感想とその要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 対象   宮崎小学校版「キャリア・パスポート」を活用した第４学年から第６学年児童(事前188名、事後191名) 

○ 調査時期 令和元年６月から令和元年11月までの５か月間 

(ア) 全体的に変容は小さい 

(イ) 「身に付けさせたい力」で設定した項目(番号②④⑦⑩)は、他の項目と比較すると伸びている。 

(ウ) 「身に付けさせたい力」に設定していない項目は、８項目中６項目で伸びている。(番号①③⑤⑧⑨⑪) 



(2) 「身に付けさせたい力」を設定することは、基礎的・汎用的能力を高める 

【資料 12】(イ)から、「身に付けさせたい力」を設定することで、児童と目標を共有することができ、学校全体で

計画、実践が容易になったと考えられる。また、【資料 12】(ウ)から「身に付けさせたい力」に設定していない項目

についても、「身に付けさせたい力」が伸びたことで、相互に関連・依存ながら副次的に伸びたと推察することができ

る。 

(3) 小学校版では、現実的で近い目標を意思決定させるキャリア・パスポートが有効である 

検証授業において、意思決定の場面で、活動が滞っていた児童の事後アンケート【資料14】から、児童が、意思決定

の場面で活動が滞ったのは、小学校の段階では、Ｈ児のように、「なりたい自分」を「遠い未来」のことと捉えたり、

Ｉ児のように、夢や目標が定まっていなかったりする児童が多いからではないかと考えられる。また、「なりたい自分」

を目標等の表記に修正し、「将来のイメージ」を「遠い未来」と「近い未来」の両方で捉えることができるようにした

ことで、書きやすいと感じたことが記述より伺える。 

【資料14】意思決定の場面で、活動が滞っていた児童の自由記述 

 児童の感想 

Ｈ児 初めは、「なりたい自分」を考えるのが難しかった。でも、２回目の授業は目標だったから書きやすか

った。 

Ｉ児  夢や目標がまだ見つかっていないけど、今を頑張ることの大切さは分かった。 

２ 宮崎県版「キャリア・パスポート」の活用について 

(1) 児童が、キャリア・パスポートに記述したいと思う実践を意思決定することが大切である。 

事後アンケートにおける児童の感想とその要因【資料15】Ｃ児、Ｄ児、Ｅ児、Ｆ児の記述から、これからの学習へ

の取り組み方や生活の仕方等をよりよくすることの大切さを理解していることが伺える。このことは、児童一人一人

が、キャリア・パスポートを活用し、将来に向けて自分が解決したいと考えた課題が明確になったことで、課題解決

に向けて自主的に取り組もうとする意欲が向上しているからであると推察できる。 

【資料15】事後アンケートにおける児童の感想とその要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学級活動(３)を中心としつつ各教科等と往還した指導は有効である。 

学級活動(３)の実践から、【資料 15】Ｅ児、Ｇ児の結果を得られたことで、学級活動(３)と各教科等との往還した

指導は有効であるといえる。これは、学級活動(３)を中心に、見通すことで目標の達成に向けて粘り強く取り組んだ

り、振り返ることで自己の取組の改善を図ったりする等の過程の繰り返しにより、学ぶ意義を理解し、日常の生活を

よりよくしていこうとする態度を養うことにつながったと推察する。 

(3) 児童の記述をもとに対話的にかかわる指導は有効である。 

Ⅶ‐２‐(3)より、教師による対話的 【資料16】児童の発達の段階の把握  

なかかわりについては、教員が児童の変  

容を見落としがちになる何気ない場 面 

ではあるが、【資料16】のように、前回 

の児童や教員の記述と、今回の児童の記 

述を比較したことで、児童の発達の段階 

を把握することが可能となった。 

また、【資料17】は、児童の記述に 

対して対話的にかかわり、児童の実践 

意欲を持続させていた学級担任のキャ 

リア・パスポートを活用した感想であ 

る。 

 

【資料17】事後アンケートにおける教師の自由記述 

キャリア・パスポートの授業をきっかけに、子どもたちが生活カードの中に、次はこんなことをがんばりたいとい

う内容を書くことが増えた。また、自然に振り返りをしている子どもの姿が見られた。教師が、キャリア・パスポー

トを活用することで、児童の実践に対して意識して声かけをすることが増えた。 

【資料16】、【資料17】から、教師が、キャリア・パスポートを活用し、児童の発達の段階を把握した上で、記述に

よる支援を行っていることが、児童の実践意欲の向上につながっていると考え、児童の記述をもとに対話的にかかわる

指導は有効であるといえる。 

 

Ⅸ 研究のまとめ 

○ 宮崎県版「キャリア・パスポート」(小学校版)は、継続的に利用することで自己実現につなぐ(基礎的・汎用的能力を

高める)ものとなる。 

○ キャリア・パスポートは、学級活動(３)を中心に各教科等との往還を行う指導及び対話的にかかわる指導を行うことが

重要である。 
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